
 

様式第８号（第 10 条関係） 

収 支 決 算 書 

 

１ 収 入                         （単位：円） 

費 目 予算額 決算額 積算内訳（決算額） 

市補助金 120,000 120,000  1,500 円× 80 人 

○○助成金 20,800 15,800  

雑入（志等） 5,000 10,000  

合 計 145,800 145,800  

 

２ 支 出                         （単位：円） 

費 目 予算額 

 

決算額 

 補助金
充当額 
（決算額） 

積算内訳 
（決算額） 補助対

象経費 

補助対
象経費 

報償費 135,000 135,000 135,000 135,000 120,000 記念品 

事務費 10,800 10,800 10,800 10,800 0 郵便代，印刷代 

       

合 計 145,800 145,800 145,800 145,800 120,000  

※１ 収入の合計と支出の合計は一致すること。 

※２ 費目及び予算額は，収支予算書（又は変更収支予算書）と一致すること

（決算において費目を追加した場合は，当該費目の予算額は０円とするこ

と）。 

※３ 「積算内訳」を添付書類により示す場合は，同欄に「別紙のとおり」等記

載すること。 

○と○，□と□がそれぞれ同額になること 

【令和６年度一部改正】 

補助金算定対象者は，80 歳以上の方ですが， 

補助対象経費には，参加者の年齢にかかわらず，敬老行事の 

開催に要した経費の全額を記入することができます。 

※80 歳以上の方が対象に含まれない行事は，全額補助対象外。 

高齢者福祉課から通知する補助金算定対象人数。 

補助金充当額が上限額を下回る場合は，空欄で 

構いません。 


